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師団長統率方針師団長統率方針
任務の完遂任務の完遂

師団長要望事項師団長要望事項
1 一隅を照らせ1 一隅を照らせ
2 �目標は高く、 2 �目標は高く、 
努力を惜しまず努力を惜しまず

　
第
七
師
団
（
師
団
長 

武
田
陸
将
）

は
、
令
和
七
年
九
月
十
日
（
水
）
か

ら
十
三
日（
土
）
の
間
、
千
歳
市
、
苫

小
牧
市
、
釧
路
市
及
び
釧
路
町
並
び

に
関
係
各
機
関
の
協
力
を
得
て
、
師

団
の
長
距
離
機
動
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
陸
上
に
お
け
る
公
道

自
走
及
び
海
上
に
お
け
る
船
舶
輸
送

を
も
っ
て
、
第
七
師
団
の
所
在
す
る

東
千
歳
駐
屯
地
か
ら
、
道
東
の
釧
路

駐
屯
地
に
部
隊
を
移
動
さ
せ
る
訓
練

で
あ
り
、
第
七
十
三
戦
車
連
隊
（
連

隊
長
　
田
近
一
佐
）
及
び
第
七
偵
察

隊（
隊
長 

加
賀
谷
二
佐
）を
基
幹
と
し

た
訓
練
部
隊
と
し
て
、装
軌
車
十
九

両
、
装
輪
車
十
八
両
が
参
加
し
た
。

　
九
月
十
日
（
水
）
夜
、
訓
練
部
隊

の
主
力
は
、
船
舶
輸
送
の
出
港
地
と

な
る
苫
小
牧
港
へ
向
け
、
千
歳
市
及

び
苫
小
牧
市
の
公
道
を
約
三
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
自
走
し
、
苫

小
牧
港
到
着
後
、
港
湾
、
船
舶
関
係

者
及
び
中
央
輸
送
隊
の
誘
導
に
よ
り

民
間
貨
物
船
に
円
滑
に
乗
船
し
た
。

　
船
舶
輸
送
に
よ
っ
て
釧
路
港
に
到

着
し
た
訓
練
部
隊
は
安
全
確
実
に
下

船
し
、
九
月
十
二
日（
金
）夜
、
釧
路

市
及
び
釧
路
町
の
公
道
を
約
二
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
自
走
し
て
、
同
日
中
に

釧
路
駐
屯
地
へ
の
移
動
を
完
了
し
た
。

　
こ
の
間
、
公
道
自
走
間
の
経
路
沿

い
に
は
、
千
歳
市
長
、
苫
小
牧
市
長
、

釧
路
町
長
を
は
じ
め
、
隊
友
会
及
び

家
族
会
の
皆
様
や
、
関
係
協
力
団
体

の
方
々
か
ら
あ
た
た
か
い
激
励
を
頂

き
、
ま
た
、
地
域
の
皆
様
か
ら
も
多

く
の
応
援
を
頂
い
た
こ
と
か
ら
、
隊

員
の
士
気
は
大
き
く
高
揚
し
た
。

　
第
七
師
団
は
本
訓
練
を
通
じ
、
民

間
貨
物
船
を
利
用
し
た
長
距
離
機
動

に
関
す
る
部
隊
・
隊
員
の
能
力
を
向

上
さ
せ
た
が
、加
え
て
、港
湾
管
理
者・

関
係
自
治
体
・
警
察
・
海
上
保
安
庁
・

国
交
省
等
の
部
外
機
関
と
の
連
携
と

協
力
関
係
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
第
七
師
団
は
、
い
か
な
る
任
務
を

も
完
遂
し
得
る
陸
上
自
衛
隊
唯
一
の

機
甲
師
団
と
し
て
、
武
田
師
団
長
を

核
心
と
し
、「
今
戦
え
る
師
団
へ
の
進

化
」
及
び
「
新
生
機
甲
師
団
の
創
造
」

を
目
指
し
、
引
き
続
き
実
際
的
な
訓

練
を
続
け
て
い
く
。

釧
路
駐
屯
地
へ
到
着

釧
路
市
内
に
お
け
る
公
道
自
走

及
び
市
民
か
ら
の
激
励
　
　
　

釧
路
港
出
発

下
船
時
の
誘
導

釧
路
港
へ
入
港

乗
船
時
の
船
内
誘
導

苫
小
牧
港
到
着

苫
小
牧
市
内
に
お
け
る
公
道
自
走

及
び
隊
友
会
に
よ
る
激
励
　
　
　

千
歳
市
内
に
お
け
る

公
道
自
走
　
　
　
　

東
千
歳
駐
屯
地
を
出
発

観閲官による巡閲観閲官による巡閲

長距離機動訓練長距離機動訓練令
和   7   年度
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東京海上日動火災保険㈱代理店　東京海上日動あんしん生命保険㈱代理店
千歳市勇舞８丁目1－1  ちとせモール 2F

損害保険・生命保険のご用命は当社まで！

松本  敏男（１特団）
木下  誠一（３施団）

・山口  浩次（１特団）
・栗城  高広（11普連）
・浦松  幸一（７高連）

・小山  輝幸（北情保）
・中村  義幸（１特団）

㈱東京海上日動パートナーズ北海道
札幌支店  千歳支社

当社で活躍されている、ΟBメンバーです。お気軽にご相談下さい。

代表取締役　南　里　和　宏

新婚旅行・
退官記念旅行・
厚生旅行 などの
ご用命は

美自校ツアーズ美自校ツアーズ    へ!

美自校ツアーズ

株式会社自動車学校株式会社自動車学校
美自校観光バス美自校観光バス

千歳支店千歳支店 千歳市千代田町6丁目20番地
第12ふじやビル2階

TEL：0123-25-5111 /  FAX：0123-25-5211
営業時間：平日 09：00-18：00 土日祝日休業

【キャンペーン期間】
2025/08/27（水）
　　　～2025/12/23（火）

● お申込み・お問い合わせ先 ●
北海道ガス株式会社　千歳支店
千歳市清水町１丁目１－１ 北ガスの電気

☎ ０１２３‐２６‐８６２３（平日9～17時）

寿官舎６号棟では、
ご入居者さまの約67％が北ガスの電気をご利用中です！

詳しくは▽

左のQRコード または
「北ガスの電気」で検索

25万件を超えるお客さまに
ご利用いただいております。

2025年9月時点

積み土のう工法の実習
（北広島市）

積み土のう工法の要領説明
（白老町）

土のう作成要領の展示
（北広島市）

全般説明（南幌町）

人命救助セットの展示
（栗山町）

野外手術システムの展示
（千歳市）

人命救助訓練
（静内町）

心臓マッサージの展示
（浦河町）

訓練参加者へ配食（苫小牧市） 浄水セットの展示（千歳市）野外炊具１号の展示（浦河町）調理をする隊員（伊達市）

　
第
七
師
団
の
各
隷
下
部
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

任
区
域
内
の
各
自
治
体
が
計
画
す
る
防
災
訓
練
を

支
援
し
た
。

　
各
部
隊
は
、
自
治
体
及
び
地
域
の
方
々
と
共
に

訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
炊
き
出
し
支
援
及
び
装

備
品
展
示
を
行
い
、
地
域
住
民
の
方
々
に
災
害
対

応
時
の
自
衛
隊
の
活
動
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
い
た
。

　
第
七
師
団
は
こ
れ
か
ら
も
相
互
理
解
を
深
め
、

協
力
・
連
携
し
て
い
く
。

【
第
十
一
普
通
科
連
隊
】 

　
准
尉
　
二
宮
　
憲
一
　
　
七
月
十
六
日
付

　
曹
長
　
柳
沼
　
　
彰
　
　
七
月
二
十
二
日
付

【
第
七
十
一
戦
車
連
隊
】

　
曹
長
　
長
谷
川
　
宗
　
　
七
月
七
日
付

　
曹
長
　
五
十
嵐
　
誠
　
　
八
月
十
六
日
付

【
第
七
十
二
戦
車
連
隊
】

　
准
尉
　
池
尻
　
　
登
　
　
九
月
八
日
付

【
第
七
特
科
連
隊
】

　
一
曹
　
若
﨑
　
英
治
　
　
七
月
十
七
日
付

　
一
曹
　
蒲
原
　
利
宏
　
　
八
月
二
十
四
日
付

　
一
曹
　
籔
下
　
信
明
　
　
八
月
二
十
七
日
付

【
第
七
後
方
支
援
連
隊
】

　
准
尉
　
石
灘
　
昭
雄
　
　
七
月
十
日
付

　
准
尉
　
景
山
　
　
敦
　
　
九
月
二
十
九
日
付

　
曹
長
　
中
村
　
隆
之
　
　
七
月
二
十
九
日
付

　
曹
長
　
藤
原
　
政
志
　
　
八
月
十
八
日
付

　
一
曹
　
川
邊
　
光
行
　
　
七
月
十
四
日
付

　
一
曹
　
佐
々
木
圭
祐
　
　
七
月
二
十
五
日
付

【
第
七
施
設
大
隊
】

　
准
尉
　
中
尾
　
英
紀
　
　
八
月
十
日
付

　
准
尉
　
税
田
　
剛
康
　
　
八
月
二
十
五
日
付

　
曹
長
　
山
岸
　
　
直
　
　
九
月
一
日
付

【
第
七
通
信
大
隊
】

　
一
曹
　
橋
本
　
　
修
　
　
八
月
六
日
付

【
第
七
偵
察
隊
】

　
曹
長
　
末
吉
　
正
樹
　
　
九
月
二
十
六
日
付

【
第
七
化
学
防
護
隊
】

　
一
曹
　
原
田
　
雄
二
　
　
九
月
九
日
付

【
第
七
師
団
司
令
部
付
隊
】

　
准
尉
　
登
藤
　
一
幸
　
　
八
月
九
日
付

【
第
十
一
普
通
科
連
隊
】

　
曹
長
　
浅
野
　
克
彦
　
　
十
月
二
十
六
日
付

　
曹
長
　
二
之
形
　
智
　
　
十
一
月
一
日
付

　
曹
長
　
市
川
　
英
一
　
　
十
二
月
二
十
七
日
付

【
第
七
十
一
戦
車
連
隊
】

　
曹
長
　
高
橋
　
　
豊
　
　
十
月
四
日
付

【
第
七
十
二
戦
車
連
隊
】

　
曹
長
　
吉
本
　
泰
展
　
　
十
月
十
三
日
付

　
曹
長
　
安
部
　
王
典
　
　
十
二
月
四
日
付

　
曹
長
　
倉
元
　
雅
樹
　
　
十
二
月
十
五
日
付

【
第
七
十
三
戦
車
連
隊
】

　
二
尉
　
村
山
　
　
誠
　
　
十
一
月
六
日
付

　
曹
長
　
藤
本
　
豊
弘
　
　
十
月
三
日
付

　
曹
長
　
香
川
　
　
忍
　
　
十
月
十
五
日
付

　
曹
長
　
阿
部
　
秀
之
　
　
十
二
月
十
八
日
付

　
二
曹
　
工
藤
　
正
文
　
　
十
月
三
十
一
日
付

【
第
七
特
科
連
隊
】

　
三
佐
　
酒
井
　
忠
司
　
　
十
二
月
八
日
付

　
准
尉
　
郷
原
　
哲
夫
　
　
十
月
二
十
二
日
付

　
准
尉
　
外
瀬
　
　
勉
　
　
十
一
月
一
日
付

【
第
七
後
方
支
援
連
隊
】

　
准
尉
　
長
尾
　
真
司
　
　
十
一
月
一
日
付

　
准
尉
　
工
藤
　
　
浩
　
　
十
一
月
二
十
九
日
付

　
曹
長
　
小
野
　
広
光
　
　
十
月
七
日
付

　
曹
長
　
村
上
　
浩
司
　
　
十
一
月
二
十
五
日
付

　
曹
長
　
武
部
　
和
久
　
　
十
月
一
日
付

【
第
七
施
設
大
隊
】

　
准
尉
　
石
田
　
孝
博
　
　
十
一
月
二
十
七
日
付

【
第
七
偵
察
隊
】

　
准
尉
　
大
島
　
隆
行
　
　
十
一
月
二
十
九
日
付

　
准
尉
　
都
築
　
友
一
　
　
十
二
月
十
日
付

　
曹
長
　
山
中
　
輝
明
　
　
十
二
月
十
七
日
付

【
第
七
飛
行
隊
】

　
二
曹
　
中
井
　
紀
彦
　
　
十
二
月
二
十
九
日
付

永年の勤務、大変お疲れ様でした。永年の勤務、大変お疲れ様でした。

七
月
〜
九
月  

　
定  

年  

退  

官  

者

十
月
〜
十
二
月 

　
定
年
退
官
予
定
者

防
災
訓
練

防
災
訓
練
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防衛省　職員家族

防衛省
防衛省　　
〈お見積･資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/〉

TEL：（03）3226‒5812

☆その他各種の損害保険
【取扱代理店】

〈総合賠償型・親介護補償型（特約）オプション〉
〈団体長期障害所得補償保険「長期所得安心くん」略称：GLTD〉

共済組合
団体取扱

退職後

防衛省　　共済組合
団体取扱

弘済企業株式会社
詳しくは、第７師団各駐屯地の
　　　弘済企業保険常駐員にご相談下さい。

火 災 保 険

が ん 保 険
団体傷害保険

団体傷害保険 防衛省共済組合 陸上自衛隊北部方面隊
の隊員のみなさまへおすすめです!

提携社員ローン
特別金利

千歳市千代田町３丁目11番地
 TEL  （0123）23-3111

千歳中央
支店

プロ集団の総合力。
わたしたちがご案内します。

本社／〒066-0028�千歳市花園2丁目1番5号（サーモンパーク千歳横）
 http://www.jinde.co.jp

2015年・2018年
第三者検査機関㈱ホームリサーチ社

主催

小久保和人 宮田　隼 中村亮介

千
歳
基
地
出
身

千
歳
基
地
出
身

千
歳
基
地
出
身

大瀧秀範

北
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

守谷敏弘 小松正尚 山元浩彦

千
歳
基
地
Ｏ
Ｂ

東
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

東
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

有線構成中 受閲準備完了報告

連隊集中野営訓練第７師団史料館見学

304システム防護隊との協同訓練 速度を発揮して突進する戦車

補助担架員養成教育及び練成訓練積載訓練

機動化した衛星通信所 戦闘団指揮所

教育修了式においての申告で
成長した姿を見せる隊員プレミアムコンサート

部 隊 だ よ り部 隊 だ よ り
　
第
七
十
一
戦
車
連
隊
は
、令
和
七
年
七
月
十
八
日
（
金
）

か
ら
二
十
二
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場
に

お
い
て
、
第
七
十
一
戦
闘
団
を
編
成
し
、
第
一
次
師
団
訓

練
検
閲
を
受
閲
し
た
。
受
閲
に
あ
た
り
戦
闘
団
長
は
「
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
し
生
き
残
り
任
務
を
遂
行
せ
よ
」
と

要
望
す
る
と
と
も
に
、「
検
閲
を
不
断
の
訓
練
の
一
環
と

し
て
捉
え
、
し
っ
か
り
と
実
力
を
付
け
、
一
つ
で
も
教
訓

を
得
て
、
一
歩
で
も
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
隊

員
を
鼓
舞
し
た
。昨
今
の
軍
事
科
学
技
術
動
向
を
踏
ま
え
、

衛
星
等
か
ら
常
に
見
ら
れ
て
い
る
意
識
を
も
っ
て
、
行
動

の
秘
匿
や
欺
騙
に
努
め
、
約
一
週
間
に
わ
た
っ
て
作
戦
準

備
か
ら
作
戦
戦
闘
を
実
施
し
た
。

　
三
〇
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、
刻
々
と
変
化
す
る
状
況

に
お
い
て
も
戦
闘
団
は
配
属
・
協
同
部
隊
と
密
接
に
連
携

し
、
損
耗
を
与
え
ら
れ
た
場
合
で
も
必
ず
救
護
・
後
送
等

を
行
い
、
一
丸
と
な
っ
て
戦
力
を
発
揮
し
て
最
後
ま
で
戦

い
抜
き
任
務
を
完
遂
し
た
。
各
隊
員
は
生
き
残
り
勝
つ
た

め
に
自
ら
考
え
て
積
極
的
に
行
動
し
、検
閲
終
了
後
に
は
、

充
実
感
と
達
成
感
、
そ
し
て
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
良
い
顔

を
し
て
い
た
。
装
備
を
駆
使
し
、
能
力
を
最
適
化
し
、
仲

間
を
決
し
て
見
捨
て
ず
、
負
け
ん
気
と
粘
り
強
い
根
性
の

あ
る
戦
闘
団
な
ら
、
如
何
な
る
任
務
も
遂
行
で
き
る
。
引

き
続
き
、
機
甲
師
団
の
頭
号
戦
車
連
隊
と
し
て
、
信
頼
さ

れ
、皆
に
愛
さ
れ
る
部
隊
と
な
る
べ
く
隊
務
に
邁
進
す
る
。

　
第
七
後
方
支
援
連
隊
は
、
令
和
七
年
七
月
十
六
日

（
水
）か
ら
二
十
三
日（
水
）及
び
八
月
二
十
四
日（
日
）

か
ら
二
十
七
日
（
水
）
ま
で
の
二
回
に
わ
た
り
連
隊
集

中
野
営
訓
練
を
実
施
し
、
師
団
段
列
の
行
動
、
兵
站
支

援
要
領
に
つ
い
て
演
練
し
、
今
年
度
実
施
さ
れ
る
師
団

訓
練
検
閲
受
閲
の
万
全
を
図
る
と
と
も
に
、
全
隊
員
に

対
す
る
基
本
・
基
礎
の
徹
底
と
任
務
遂
行
能
力
の
向
上

を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
令
和
七
年
七
月
一
日
（
火
）
か
ら
九
月
四
日

（
木
）
ま
で
の
間
、
令
和
七
年
度
新
隊
員
特
技
課
程
及

び
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
「
需
品
」
教
育
を
担
任・

実
施
し
て
、
陸
士
と
し
て
の
必
要
な
資
質
を
養
う
と
と

も
に
職
種
に
応
じ
た
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
十
八

名
の
隊
員
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
地
に
送
り
出
し
た
。

　
衛
生
隊
長
で
あ
る
藤
田
三
佐
を
担
任
官
と
し
て
、
令

和
七
年
六
月
十
八
日
（
水
）
か
ら
七
月
十
日
（
木
）
ま

で
の
間
、
令
和
七
年
度
補
助
担
架
員
養
成
教
育
及
び
練

成
訓
練
を
実
施
し
、
師
団
隷
下
部
隊
の
補
助
担
架
要
員

に
対
し
、
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
と
と

も
に
、
そ
の
練
度
維
持
・
向
上
を
図
っ
た
。

　
連
隊
は
引
き
続
き
、
機
甲
師
団
を
支
え
る
兵
站
・
衛

生
支
援
部
隊
と
し
て
の
実
力
を
蓄
積
す
る
た
め
、
隊
員

一
丸
と
な
り
「
強
靭
な
後
方
支
援
連
隊
」
を
目
指
す
。

　
第
七
通
信
大
隊
は
令
和
七
年
七
月
八
日（
火
）

か
ら
十
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
師
団
通
信
訓
練

（
東
千
歳
～
近
文
台
演
習
場
に
至
る
部
隊
機
動

に
係
る
無
線
中
継
）
と
並
行
し
て
第
二
次
大
隊

訓
練
を
実
施
し
た
。

　
大
隊
訓
練
で
は
、
主
指
揮
所
通
信
小
隊
、
第

一
共
用
通
信
小
隊
及
び
シ
ス
テ
ム
管
理
班
の

訓
練
検
閲
を
実
施
し
、
三
〇
度
を
超
え
る
猛
暑

で
過
酷
な
状
況
下
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
受
閲

部
隊
は
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
通
信

を
確
保
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
練
成
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
任
務
完
遂
し
た
。

　
こ
の
際
、
三
〇
四
シ
ス
テ
ム
防
護
隊
と
の
協

同
訓
練
、
機
動
化
し
た
衛
星
通
信
所
、
民
生
通

信
機
材
の
使
用
等
、
新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
新
領
域
に
お
け
る
戦
い
に
お
い
て

も
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

　
第
七
音
楽
隊
は
、
令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

（
火
）
第
七
師
団
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に
史
料

館
を
見
学
し
、
機
甲
師
団
の
一
員
と
し
て
の
誇

り
を
再
認
識
し
た
。

　
ま
た
、
同
年
八
月
二
十
九
日
（
金
）
第
七

音
楽
隊
合
奏
場
に
お
い
て
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
本
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
小

編
成
の
メ
ン
バ
ー
で
の
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、毎
月
最
終
金
曜
日
を
基
準
に
開
催
し
、

在
東
千
歳
駐
屯
地
の
部
隊
の
方
々
に
も
周
知

し
て
、
成
果
を
披
露
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
九
月
三
日
（
水
）
に
は
重
量
楽
器

を
運
搬
す
る
際
の
積
載
訓
練
を
実
施
し
、
体
に

か
か
る
負
荷
を
最
小
限
に
し
、
安
全
に
運
搬
す

る
要
領
を
練
成
し
た
。

　
第
七
音
楽
隊
は
、
質
の
高
い
演
奏
を
聞
い
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
心
身
と
も
に
日
々
訓
練
に

励
ん
で
い
く
。

〉〉〉〉〉〉〉〉

第
七
十
一
戦
車
連
隊

第
七
後
方
支
援
連
隊

第
七
通
信
大
隊

第 

七 

音 

楽 

隊
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詳しくは
お問い合わせください

自衛隊・関連団体の宴会の
ご用命はお気軽に
ご連絡ください

宴会手配直通
若杉携帯 080-1880-2013

自衛隊OB
若杉

Ｐ　 有り

診療時間　月曜日～金曜日　あさ9：00～よる7：00（昼休 1：00～2：00）
　　　　　　　　　土曜日　あさ9：00～ひる1：00
休 診  日　日曜日・祝日

ファミリー歯科クリニック
●歯科一般 ●小児歯科 ●矯正歯科

千歳市千代田町６丁目 （JR千歳駅前）

☎２６－２２９３
院　長　小　畑　　　彰

青 葉 公 園 歯 科
●歯科一般 ●小児歯科

千歳市本町２丁目28-2 （ホテルグランテラス千歳前）

☎２３－１１８２
院　長　加　藤　　　滋

　
私
は
、
四
年
前
に

同
じ
中
隊
で
あ
っ

た
夫
と
結
婚
し
ま
し

た
。

　
三
年
前
に
長
女

を
、
昨
年
に
長
男
を

出
産
し
、
二
人
の
子

供
と
夫
を
日
々
支
え

な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
七
年
三
月
に
、
三
年
間
の
育

児
休
業
を
終
え
て
職
場
復
帰
し
、
現
在
は
陸
曹
候
補
生
試
験
に
向
け

て
日
々
勉
強
や
練
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
復
帰
当
初
は
三
年
ぶ
り
の
勤
務
の
た
め
、な
か
な
か
体
が
慣
れ
ず
、

自
分
の
職
務
を
思
い
出
す
の
に
必
死
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
せ
い
か
、
子
供
た
ち
と
接
す
る
時
間
も
減
っ
て
し
ま
い
心
の

余
裕
を
無
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、「
無
理
せ
ん
で
い
い
よ
」
と
夫
か
ら
の
何
気
な
い
一

言
に
、「
自
分
は
無
理
を
し
て
い
た
ん
だ
」
と
気
づ
き
、
泣
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
体
が
軽
く
な
っ
た
様
な
感
じ
が
し
て
心
の
余
裕
を
持

て
る
よ
う
に
な
り
、
職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
職
場
で
も
家
庭
で
も
笑
っ
て
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　
私
の
職
務
は
気
象
班
の
放
球
手
と
し
て
特
科
射
撃
の
た
め
の
気
象

観
測
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
に
輪
郭
が
似
た
子
供
た
ち
は
顔
が
ま
ん
丸
で
、
観
測
の
た
め
に

気
球
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と
風
船
が
だ
ん
だ
ん
と
子
供
の
顔
に
見
え

て
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
か
、
放
球
す

る
の
が
名
残
惜
し
く
な
る

こ
と
も
多
々
あ
り
親
離
れ

す
る
と
き
は
こ
ん
な
気
持

ち
に
な
る
の
か
と
少
し
寂

し
く
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
思
い
も
私
が
仕

事
を
頑
張
れ
る
秘
訣
で

す
。

　
今
日
も
気
球
を
放
球
し

な
が
ら
子
供
た
ち
を
思
い

浮
か
べ
て
い
ま
す
。

　
▶ 
家
族
と
の
写
真

⃝
 

望
月
三
曹
に
聞
き
ま
し
た
。

　
日
頃
は
、
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　�
　
九
〇
式
戦
車
砲
手
と
し
て
射
撃
諸
元
の
整
理
や
戦
車
の
整
備
を

し
て
い
ま
す
。
初
弾
必
中
の
た
め
で
す
！

　�

　
ま
た
、
銃
剣
道
有
技
者
と
し
て
自
ら
の
技
を
磨
き
後
輩
の
育
成

に
も
励
む
中
で
、
今
年
度
取
得
し
た
上
級
部
隊
化
学
の
知
識
・
技

能
を
連
隊
、
中
隊
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

　
お
仕
事
を
さ
れ
る
中
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　�

　
自
分
の
知
識
・
技
術
を
磨
き
つ
つ
、
そ
の
知
識
を
後
輩
へ
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　�

　
も
う
一
つ
は
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
銃

剣
道
を
通
じ
て
出
会
え
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は
い
つ
も
持
ち

続
け
て
い
ま
す
。

⃝
 

勤
務
先
の
隊
員
に
聞
き
ま
し
た
。

　
望
月
三
曹
は
ど
の
よ
う
な
隊
員
で
す
か
？

　�

　
明
朗
闊
達
と
い
う
言
葉
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
よ
う
な
隊
員

で
、
望
月
三
曹
の
周
り
は
い
つ
も
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　�

　
銃
剣
道
訓
練
隊
助
教
と
し
て
も
若
い
隊
員
か
ら
と
て
も
慕
わ
れ

て
い
ま
す
。

　�

　
戦
車
陸
曹（
砲
手
）、
銃
剣
道
有
技
者
、上
級
部
隊
化
学
保
有
者

と
し
て
「
三
刀
流
」
の
望
月
三
曹
の
活
躍
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
先
駆
で
は
毎
号
、
陸
上
自
衛
隊
唯
一
の
機
甲
師
団
で
あ
る
第
七

師
団
を
支
え
る
隊
員
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
第
七
十
二
戦
車
連
隊
の
第
四
戦
車
中
隊
で
戦
車
陸
曹

（
砲
手
）
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
望
月
三
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

隊
員
隊
員

““  

イ
チ
イ
チ
推推
しし  

””

▲ 7.7.18 師団長の前で放球を実施

第
七
特
科
連
隊

　�

陸
士
長
　
黒
澤
　
実
優

「
私
が
仕
事
を

　
　 

続
け
る
理
由
」

家族家族ののささえささえ

第72戦車連隊
第４中隊　戦車陸曹

望
もち

 月
づき

　理
まさ

 人
と

３等陸曹

【趣　味】
ドライブ・旅行

【心掛けていること】
感謝の心を忘れない

第33代  第７飛行隊長

着任紹介

着任挨拶 巡　閲

『目的を見失うな』『目的を見失うな』
『『できる方策をできる方策を
� 諦めず考え続けよ� 諦めず考え続けよ』』

『『使 命 の 完 遂使 命 の 完 遂』』
統率方針

要望事項

新
着
任
部
隊
長 

紹
介

令和７年８月１日付

２等陸佐

樫樫
かしかし

  尾尾
おお

      信信
のぶのぶ

  宏宏
ひろひろ


